
＜学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業 取組事例＞ 
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実施形態 

（該当に○） 

自治体単独実施 団体等との連携実施 大 学 と の 連 携 実 施 （連携している団体等・大学の名称） 

○    

実施主体・ 

場所等 

コーディネーター数 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ延べ人数 年間実施日数（回数） 活動場所 

２  165 日 宮古市新里地区・川井地区各小学校・新里生涯学習センター 

 

 

宮古市放課後子ども教室推進事業 

※該当する内容に○ 

学校支援 
学習支援 部活動指導 美化・環境整備 登下校指導 学校行事・その他 

    （             ） 

学校と地域の 

協働学習 

復興学習 防災教育 伝統文化・芸能 職業体験・キャリア教育 イベント・行事・その他 

    （             ） 

放課後等支援 
学習支援 体験・交流活動 遊び・スポーツ 児童クラブとの連携 その他 

○ ○ ○  （             ） 

家庭教育・ 

保護者支援 

家庭教育講座 親子参加行事 サロン・相談対応 家庭訪問相談 その他 

    （             ） 

地域課題に応じた 

学習・交流 

高齢者支援・世代間交流 心のケア・健康管理 生活再建・地域づくり 地域人材育成 その他 

    （             ） 

 

 

○○○○・・・ 

自治体名 

取組概要 

活動内容 

震災後の地域の状況・仮設住宅数 

海岸沿いの地域は東日本大震災による津波で大きく被災し、住宅が流失全壊、半壊等した住民が仮設住宅や一般
借上住宅等への移転、内陸部への移転等を余儀なくされている。死者 517 名、行方不明者 94 名、住家等被害
9,088棟  震災により校舎が大破した学校…小学校 2校（両校は、平成 26年 4月に隣接する小学校へ統合予定） 
校庭に仮設住宅が建設された学校…5校 仮設住宅…62地区 1842戸   
住宅再建予定… 民間住宅等用宅地 528戸 災害公営住宅 793戸 合計 1,321戸 

＜取組名＞     ～新里あっとホーム＆川井放課後子ども教室～ 

学校数 

＜宮古市放課後子ども教室推進事業の概要＞ 

○宮古市では、放課後子どもプランに基づき、宮古・田老（旧田老町）両地区に「学童の家」（福祉課主管）、新里・川井

両地区（旧新里・川井村）に「放課後児童クラブ」を設置しており、全地区において地域の方々の参画を得て自主学習

の場を設けるなどしながら、子どもたちが地域の中で心豊かで健やかに育まれる環境づくりに取り組んでいる。 

○放課後子ども教室は、新里地区 4小学校と川井地区 5小学校に合計 9箇所設置されており、各地区 1名ずつコーデ

ィネーターが配置され、教室毎に 1～3名の安全管理員が配置されている。活動は各小学校内の空き教室等を活用し

て地域の実状に合わせながら放課後の児童の居場所づくりを進めている。 

＜新里あっとホーム＆川井放課後子ども教室交流会＞ 

○毎年、夏と冬の学校長期休業期間中に、各教室間の合同交流会を実施している。夏季には、イラストレーターの TAG

さんを招き、「将来の夢」について子どもたちに 1 人 1 枚ずつ折り紙に絵を描いてもらい、最後に模造紙に張り合わせて

一つの作品にする活動を行った。また、毎年恒例となっている「流しそうめん」も実施し、普段体験できない本物の竹に

流れてくるそうめんを食べながら、心も身体も満足の合同交流会となった。冬季には凧作りと凧揚げ大会を実施した。 
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取組の変遷 

◇被災による課題 

  「市民生活の安定と再建」及び「安全で快適な生活環境の実現」を基本的な考え方として、以下の３つの柱を復

興の柱に据え、取り組んでいる。 

  ①住まいと暮らしの再建（市民の生活再建、雇用の維持・確保、医療・福祉サービスの回復等） 

  ②産業・経済復興（水産業・農業・林業・商業等の再生・復興、港湾施設の復旧・整備等） 

  ③安全な地域づくり（防潮堤など湾岸保全施設の復旧・整備、公共施設の再配置整備等） 

◇住民等からの要望・必要な取組 

生活基盤全般についての復興が急がれているが、自力再建に漕ぎ着けた住民がいる一方で、長引く仮設住宅

での生活が続く住民にとっては、将来の展望が見出しにくい現状に対する不安がある。 

   また、校舎に直接被害を受けた学校や校庭に仮設住宅が建設された学校では、今なお悪化した教育環境のも

とでの学習を余儀なくされていることから、施設の再建等、ハード面での復興はもとより、それぞれの学校が置かれ

ている状況応じた、きめ細やかな支援も必要になっている。 

   放課後子ども教室の設置されている地域では、宮古市でも内陸の山間部であり直接の被災はなかったが、少子

化等により放課後の過ごし方が画一的・限定的になってきており、豊かな自然に囲まれているにもかかわらず、体

験活動等の機会が不足している傾向が見られる。また、安全な遊び場所の確保と他地区の子どもと遊ぶ場所が必

要とされている。 

準備段階 

◇協力を呼びかけた団体・関係者、役割分担 

○コーディネーターの配置…２名（新里生涯学習センターおよび川井生涯学習センターの公民館主事が兼務） 

 ・教育委員会との連絡調整、開設日の設定・安全管理員との連絡調整・プログラムの企画 

○安全管理員…各教室１～３名 

◇取組の充実や課題解決のための工夫 

・安全管理員は、過去に小学校の保護者であった方を中心に地域住民に担っていただいており、教室によっては、

安全管理員が学校支援地域本部事業の地域教育コーディネーターを兼務していることで、学校のニーズや地

域のニーズを理解しながら、適切に児童や保護者とコミュニケーションをとりながら教室の運営を行うことができて

いる。 

体制づくり・取組の実施 

◇これまでの取組による成果 

・地域住民による子供の居場所の確保、地域住民との交流、また、異学年の子どもとの交流を促す機会を提供で

きた。 

・近年、少子化等で確保が難しい「友達と一緒に遊ぶ場」を提供できている一面もあり、子どもたちが活動を楽しみ

にしている。 

・年２回開催している放課後子ども教室合同の交流会は、各地区の子どもたちが一同に会するということもあり、平

日開催している学校の教育活動の枠に捉われない有意義な活動ができている。 

◇課題や今後の展望 

 ・学校行事との兼ね合いで、年間実施日数が計画開催日数に達しない教室があった。 

 ・地域で安全管理員を担う人材の確保に苦慮しており、継続的な実施に向けて人材の確保を計画的に進める必要

がある。 

 ・学校再編で統合等が進められていく状況の中、事業形態の見直しが必要となってきている。統合した場合の放課

後子ども教室のありかたについて検討する必要がある。 

成果・課題や今後の展望 


